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(57)【要約】
【課題】メダルの投入が円滑に行なわれ、遊技者にスト
レスを与えることがなく、また稼働率の低下をきたすこ
とのない遊技台を提供する。
【解決手段】投入されたメダルを下方へ誘導する第１メ
ダル誘導路７３１と、誘導されたメダルを所定位置へ誘
導する第２メダル誘導路７４１とを備える遊技台におい
て、第１メダル誘導路７３１のメダル出口の開口面積を
、第２メダル誘導路７４１のメダル入口の開口面積より
小さく形成し、第２メダル誘導路７４１の入口から所定
区間を鉛直方向に直線形状とし、第１メダル誘導路７３
１の入口から第２メダル誘導路７４１の入口までの距離
Ｌが、メダル半径ｒよりも短くなる位置に、第２メダル
誘導路７４１を配置し、第１メダル誘導路７３１の出口
の開口中心軸と、第２メダル誘導路７４１の入口の開口
中心軸とを位置合わせするテーパー形状の位置合わせ手
段を備えるように構成した。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
メダル投入口より投入されたメダルを下方位置へ誘導する第１メダル誘導路と、前記第１
メダル誘導路により誘導されたメダルを所定位置へ誘導する第２メダル誘導路と、を備え
る遊技台であって、
　前記第１メダル誘導路におけるメダル出口の開口形状と、前記第２メダル誘導路におけ
るメダル入口の開口形状と、を同一形状としたことを特徴とする遊技台。
【請求項２】
メダル投入口より投入されたメダルを下方位置へ誘導する第１メダル誘導路と、前記第１
メダル誘導路により誘導されたメダルを所定位置へ誘導する第２メダル誘導路と、を備え
る遊技台であって、
　前記第１メダル誘導路におけるメダル出口の開口面積は、前記第２メダル誘導路におけ
るメダル入口の開口面積と同一または、前記第２メダル誘導路におけるメダル入口の開口
面積より小さく形成し、
　前記第１メダル誘導路のメダル出口と前記第２メダル誘導路のメダル入口とが当接する
ように、前記第１メダル誘導路と前記第２メダル誘導路とを配置したことを特徴とする遊
技台。
【請求項３】
前記第２メダル誘導路は、該第２メダル誘導路のメダル入口から所定区間を、鉛直方向に
直線形状としていることを特徴とする請求項１または２に記載の遊技台。
【請求項４】
前記第１メダル誘導路は、前記メダル投入口に設けられ、
　前記第１メダル誘導路のメダル入口から前記第２メダル誘導路のメダル入口までの距離
が、メダル半径よりも短くなる位置に、前記第２メダル誘導路が配置されていることを特
徴とする請求項１乃至３の何れかに記載の遊技台。
【請求項５】
前記第１メダル誘導路におけるメダル出口の開口中心軸と、前記第２メダル誘導路におけ
るメダル入口の開口中心軸とを位置合わせする位置合わせ手段を、さらに備えることを特
徴とする請求項１乃至４の何れかに記載の遊技台。
【請求項６】
前記第１メダル誘導路におけるメダル出口側の端部は、所定のテーパー形状を有し、
　前記第２メダル誘導路におけるメダル入口側の端部は、前記所定のテーパー形状に対応
するテーパー形状を有し、
　前記位置合わせ手段は、前記第１メダル誘導路のテーパー形状と、前記第２メダル誘導
路のテーパー形状とを係合することで、前記開口中心軸の前記位置合わせを行うことを特
徴とする請求項５に記載の遊技台。
【請求項７】
前記位置合わせ手段は、前記第１メダル誘導路に設けられた第１位置合わせ部材と、前記
第２メダル誘導路に設けられた第２位置合わせ部材とが係合することで、前記開口中心軸
の前記位置合わせを行うことを特徴とする請求項５に記載の遊技台。
【請求項８】
メダル投入口より投入されたメダルを下方位置へ誘導する第１メダル誘導路と、前記第１
メダル誘導路により誘導されたメダルを所定位置へ誘導する第２メダル誘導路と、を備え
る遊技台であって、
　前記第１メダル誘導路におけるメダル出口側の端部形状と、前記第２メダル誘導路にお
けるメダル入口側の端部形状とが当接することで、前記第１メダル誘導路と前記第２メダ
ル誘導路との間に第３メダル誘導路を形成することを特徴とする遊技台。
【請求項９】
前記第１メダル誘導路におけるメダル出口側の端部と、前記第２メダル誘導路におけるメ
ダル入口側の端部とは、当接した場合に互いに係合する位置合わせ部材をそれぞれ有し、
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　前記第３メダル誘導路を形成する位置を、前記位置合わせ部材にて合わせることを特徴
とする請求項８に記載の遊技台。
【請求項１０】
前記第１メダル誘導路は、前記メダル投入口に設けられ、
　前記第３メダル誘導路は、該第３メダル誘導路におけるメダル入口から所定区間を鉛直
方向に直線形状に形成され、
　前記第１メダル誘導路のメダル入口から前記第３メダル誘導路のメダル入口までの距離
が、メダル半径よりも短くなる位置に、前記第３メダル誘導路が配置されていることを特
徴とする請求項８または９に記載の遊技台。
【請求項１１】
前記第１メダル誘導路は、メダル板厚方向の誘導壁を備え、下方位置への誘導に従い前記
メダル板厚方向の誘導壁間隔が狭くなるように形成されていることを特徴とする請求項１
乃至１０の何れかに記載の遊技台。
【請求項１２】
前記第１メダル誘導路は、メダル直径方向の誘導壁を備え、下方位置への誘導に従い前記
メダル直径方向の誘導壁間隔が狭くなるように形成されていることを特徴とする請求項１
乃至１１の何れかに記載の遊技台。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スロットマシン（パチスロ）、パチンコ機に代表される遊技台に関し、詳し
くは、遊技媒体としてのメダルを投入する投入口と、この投入口に投入されたメダルを所
定位置に誘導する誘導路の改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技台の一つとしてスロットマシンが従来より知られている。このスロットマシンは、
遊技装置として例えば、複数種類の絵柄が施された複数のリールと、メダルの投入を前提
条件として、リールの回転開始を指示するスタートスイッチと、各リールに対応して設け
られ、各リールを個別に停止させるためのストップスイッチと、予め定めた入賞役の内部
当選の当否を抽選により判定する抽選手段と、入賞役に内部当選した場合であって、停止
時のリールによって表示される絵柄の組合せが、内部当選した入賞役に対応して予め定め
た絵柄の組合せである場合に、その入賞役に入賞し、払い出しが必要な場合には所定数の
メダルを払い出すメダル払出装置と、を備えている。
【０００３】
　そして、遊技者は、遊技を開始するにあたって、遊技媒体であるメダルをメダル投入口
に投入する必要がある。一方、このメダル投入口の下流には、投入されたメダルの真偽を
判別するためのメダルセレクタが配置されている。また、メダルセレクタの下流には、適
正なメダルと判別されたメダルを貯留し、必要に応じて払い出すメダル払出装置、いわゆ
るホッパーが配置されている。このような構成を備える遊技台は、例えば、特許文献１に
記載されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１８０９６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、メダル投入口から排出されたメダルが、メダルセレクタの入口に入る際
に、メダルのばたつきが生じ、メダルがスムーズに誘導されずに、続けて投入されたメダ
ルとかち合って、メダル詰まりが起こっていた。このメダル詰まりが発生すると、遊技者
は、リジェクトボタンを数回押下して、メダル詰まりを解除しなければならなかった。こ
のため、遊技の進行を妨げることになり、リズムが狂うなど、遊技者がストレスを感じて
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しまうことがあった。一方、遊技店側から見ると、遊技が停止されるので、稼働率の低下
に繋がり、売上に影響することがあった。
【０００６】
　本発明は、上記問題に基づいてなされたものであり、メダルの投入が円滑に行なわれ、
遊技者にストレスを与えることがなく、また稼働率の低下をきたすことのない遊技台を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために、請求項１に係る発明は、メダル投入口（例えば、メダル投
入口１３４（メダル投入口構成部材７３０）：以下同じ）より投入されたメダルを下方位
置へ誘導する第１メダル誘導路（例えば、第１メダル誘導路７３１）と、前記第１メダル
誘導路により誘導されたメダルを所定位置へ誘導する第２メダル誘導路（例えば、第２メ
ダル誘導路７４１）と、を備える遊技台（例えば、スロットマシン１００）であって、前
記第１メダル誘導路におけるメダル出口（例えば、第１メダル誘導路のメダル出口７３１
ｂ）の開口形状（例えば、矩形）と、前記第２メダル誘導路におけるメダル入口（例えば
、第２メダル誘導路のメダル入口７４１ａ）の開口形状（例えば、矩形）と、を同一形状
としたことを特徴とする。
【０００８】
　請求項２に係る発明は、メダル投入口より投入されたメダルを下方位置へ誘導する第１
メダル誘導路と、前記第１メダル誘導路により誘導されたメダルを所定位置へ誘導する第
２メダル誘導路と、を備える遊技台であって、前記第１メダル誘導路におけるメダル出口
の開口面積（例えば、開口面積（Ｓ１＝ｂ１×ｔ１））は、前記第２メダル誘導路におけ
るメダル入口の開口面積（例えば、開口面積（Ｓ２＝ａ２×ｔ２））と同一または、前記
第２メダル誘導路におけるメダル入口の開口面積より小さく形成し、前記第１メダル誘導
路のメダル出口と前記第２メダル誘導路のメダル入口とが当接するように、前記第１メダ
ル誘導路と前記第２メダル誘導路とを配置したことを特徴とする。
【０００９】
　請求項３に係る発明は、請求項１または２に記載の遊技台であって、前記第２メダル誘
導路は、該第２メダル誘導路のメダル入口から所定区間（例えば、所定の区間（ｌ））を
、鉛直方向に直線形状としていることを特徴とする。
【００１０】
　請求項４に係る発明は、請求項１乃至３の何れかに記載の遊技台であって、前記第１メ
ダル誘導路は、前記メダル投入口に設けられ、前記第１メダル誘導路のメダル入口から前
記第２メダル誘導路のメダル入口までの距離（例えば、距離（Ｌ））が、メダル半径（例
えば、メダルの半径（ｒ））よりも短くなる位置に、前記第２メダル誘導路が配置されて
いることを特徴とする。
【００１１】
　請求項５に係る発明は、請求項１乃至４の何れかに記載の遊技台であって、前記第１メ
ダル誘導路におけるメダル出口の開口中心軸（例えば、開口中心軸Ｏ１）と、前記第２メ
ダル誘導路におけるメダル入口の開口中心軸（例えば、開口中心軸Ｏ２）とを位置合わせ
する位置合わせ手段（例えば、受入嵌合部７３６と嵌合突部７３７、位置決めボス７５１
と位置決め孔７５２）を、さらに備えることを特徴とする。
【００１２】
　請求項６に係る発明は、請求項５に記載の遊技台であって、前記第１メダル誘導路にお
けるメダル出口側の端部は、所定のテーパー形状（例えば、受入嵌合部７３６、嵌合突部
７３７）を有し、前記第２メダル誘導路におけるメダル入口側の端部は、前記所定のテー
パー形状に対応するテーパー形状（例えば、嵌合突部７３７、受入嵌合部７３６）を有し
、前記位置合わせ手段は、前記第１メダル誘導路のテーパー形状と、前記第２メダル誘導
路のテーパー形状とを係合することで、前記開口中心軸の前記位置合わせを行うことを特
徴とする。
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【００１３】
　請求項７に係る発明は、請求項５に記載の遊技台であって、前記位置合わせ手段は、前
記第１メダル誘導路に設けられた第１位置合わせ部材（例えば、位置決めボス７５１）と
、前記第２メダル誘導路に設けられた第２位置合わせ部材（例えば、位置決め孔７５２）
とが係合することで、前記開口中心軸の前記位置合わせを行うことを特徴とする。
【００１４】
　請求項８に係る発明は、メダル投入口より投入されたメダルを下方位置へ誘導する第１
メダル誘導路と、前記第１メダル誘導路により誘導されたメダルを所定位置へ誘導する第
２メダル誘導路と、を備える遊技台であって、前記第１メダル誘導路におけるメダル出口
側の端部形状（例えば、第１壁部７７２）と、前記第２メダル誘導路におけるメダル入口
側の端部形状（例えば、第２壁部７８２）とが当接することで、前記第１メダル誘導路と
前記第２メダル誘導路との間に第３メダル誘導路（例えば、第３メダル誘導路７６１）を
形成することを特徴とする。
【００１５】
　請求項９に係る発明は、請求項８に記載の遊技台であって、前記第１メダル誘導路にお
けるメダル出口側の端部と、前記第２メダル誘導路におけるメダル入口側の端部とは、当
接した場合に互いに係合する位置合わせ部材（例えば、凹溝７７４と凸条７８５ａ、位置
決め孔７７５と位置決めピン７８６）をそれぞれ有し、前記第３メダル誘導路を形成する
位置を、前記位置合わせ部材にて合わせることを特徴とする。
【００１６】
　請求項１０に係る発明は、請求項８または９に記載の遊技台であって、前記第１メダル
誘導路は、前記メダル投入口に設けられ、前記第３メダル誘導路は、該第３メダル誘導路
におけるメダル入口から所定区間（例えば、所定の区間（ｌ））を鉛直方向に直線形状に
形成され、前記第１メダル誘導路のメダル入口から前記第３メダル誘導路のメダル入口ま
での距離（例えば、距離（Ｌ））が、メダル半径（例えば、メダルの半径（ｒ））よりも
短くなる位置に、前記第３メダル誘導路が配置されていることを特徴とする。
【００１７】
　請求項１１に係る発明は、請求項１乃至１０の何れかに記載の遊技台であって、前記第
１メダル誘導路は、メダル板厚方向の誘導壁を備え、下方位置への誘導に従い前記メダル
板厚方向の誘導壁間隔（例えば、入口の間隔（Ｔ）、出口の間隔（ｔ１））が狭くなるよ
うに形成されていることを特徴とする。
【００１８】
　請求項１２に係る発明は、請求項１乃至１１の何れかに記載の遊技台であって、前記第
１メダル誘導路は、メダル直径方向の誘導壁を備え、下方位置への誘導に従い前記メダル
直径方向の誘導壁間隔（例えば、入口の間隔（ａ１）、出口の間隔（ｂ１））が狭くなる
ように形成されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　請求項１に係る発明によれば、遊技台のメダル誘導路の接続部分に段差等が生じること
がないので、メダルの流れを阻害することがなく、当該誘導路内をメダルがスムーズに流
れ、メダルのばたつきが解消され、しかも、連続して投入されたメダル同士のかち合いを
防止可能であるので、メダル詰まりを減少させることができる。
【００２０】
　請求項２に係る発明によれば、メダルがメダル誘導路内を流れ易く、当該誘導路の接続
部分を通過し易いのに加えて、第１メダル誘導路の出口と第２メダル誘導路の入口とが当
接しているので、前記接続部分においてメダルが一旦外側へ逃げる動きが抑制されるため
、メダルのばたつきが解消され、しかも、連続して投入されたメダル同士のかち合いを防
止可能であるので、メダル詰まりを減少させることができる。
【００２１】
　請求項３に係る発明によれば、メダルをよりスムーズに流すことができ、スピーディな
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遊技が可能になる。
【００２２】
　請求項４に係る発明によれば、連続してメダルを投入する場合であっても、次のメダル
を投入するときには、前のメダルは既にメダルセレクタの入口に到達しているので、メダ
ル誘導路内におけるメダルのかち合いを確実に防止することができ、メダル詰まりを減少
させることができる。
【００２３】
　請求項５に係る発明によれば、第１メダル誘導路と第２メダル誘導路との位置合わせを
容易に行なうことができ、両メダル誘導路の開口中心軸を一致させることができる。この
ため、組立作業が容易になるし、清掃時にメダルセレクタを取り外す機種に好適である。
【００２４】
　請求項６に係る発明によれば、組付作業を行ないながら、第１メダル誘導路と第２メダ
ル誘導路との開口中心軸を一致させることができ、メダル誘導通路内におけるメダルのか
ち合いを確実に防止することができ、メダル詰まりを減少させることができる。
【００２５】
　請求項７に係る発明によれば、簡単な構造で、第１メダル誘導路と第２メダル誘導路と
の開口中心軸を一致させることができ、メダル誘導通路内におけるメダルのかち合いを確
実に防止することができ、メダル詰まりを減少させることができる。
【００２６】
　請求項８に係る発明によれば、遊技台のメダル誘導路の接続部分に段差等が生じること
がないので、メダルの流れを阻害することがなく、当該誘導路内をメダルがスムーズに流
れ、メダルのばたつきが解消され、しかも、連続して投入されたメダル同士のかち合いを
防止可能であるので、メダル詰まりを減少させることができる。
【００２７】
　請求項９に係る発明によれば、第１メダル誘導路と第２メダル誘導路との位置合わせを
容易に行なうことができ、メダル誘導通路内におけるメダルのかち合いを確実に防止する
ことができ、メダル詰まりを減少させることができる。また、組立作業が容易になるし、
清掃時にメダルセレクタを取り外す機種に好適である。
【００２８】
　請求項１０に係る発明によれば、メダルをよりスムーズに流すことができ、スピーディ
な遊技が可能になる。また、連続してメダルを投入する場合であっても、次のメダルを投
入するときには、前のメダルは既にメダルセレクタの入口に到達しているので、メダル誘
導路内におけるメダルのかち合いを確実に防止することができ、メダル詰まりを減少させ
ることができる。
【００２９】
　請求項１１に係る発明によれば、メダルの受入を容易にすると共に、メダルの体勢を整
えることができ、メダルを安定した状態で下方へ誘導することができる。
【００３０】
　請求項１２に係る発明によれば、メダルの受入をより容易にすることができ、またメダ
ルの体勢をより良く整えることができる。このため、メダルをより安定した状態で下方へ
誘導することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　以下、本発明の実施例について図面を参照して説明する。
＜全体構成＞
　まず、図１を用いて、本実施例に係るスロットマシン１００の全体構成について説明す
る。なお、同図はスロットマシン１００の外観斜視図を示したものである。
【００３２】
　スロットマシン１００は、略箱状の本体１０１と、この本体１０１の前面開口部に取り
付けられた前面扉１０２とを有して構成されている。スロットマシン１００の本体１０１
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の中央内部には、外周面に複数種類の図柄が所定コマ数だけ配置されたリールが３個（左
リール１１０、中リール１１１、右リール１１２）収納され、スロットマシン１００の内
部で回転できるように構成されている。各図柄は帯状部材に等間隔で適当数印刷され、こ
の帯状部材が所定の円形枠材に貼り付けられて各リール１１０乃至１１２が構成されてい
る。リール１１０乃至１１２上の図柄は、遊技者から見ると、図柄表示窓１１３から縦方
向に概ね３つ表示され、合計９つの図柄が見えるようになっている。そして、各リール１
１０乃至１１２を回転させることにより、遊技者から見える図柄の組み合せが変動するこ
ととなる。なお、本実施例では、３個のリールをスロットマシン１００の中央内部に備え
ているが、リールの数やリールの設置位置はこれに限定されるものではない。
【００３３】
　また、図柄表示窓１１３の外枠には、点滅や点灯などの点灯制御によって、後述する有
効ラインや入賞ラインを報知するためのライン表示ＬＥＤ（図示省略）が配置されている
。
【００３４】
　さらに、スロットマシン１００内部において各々のリール１１０乃至１１２の近傍には
、投光部と受光部からなる光学式センサ（図示省略）が設けられており、この光学式セン
サの投光部と受光部の間を、リールに設けられた一定の長さの遮光片が通過するように構
成されている。このセンサの検出結果に基づいてリール上の図柄の回転方向の位置を判断
し、目的とする図柄が入賞ライン１１４上に表示されるようにリール１１０乃至１１２を
停止させる。
【００３５】
　入賞ライン表示ランプ１２０は、有効となる入賞ラインを示すランプである。有効とな
る入賞ラインは、スロットマシン１００に投入されたメダルの数によって予め定まってい
る。５本の入賞ライン１１４のうち、例えば、メダルが１枚投入された場合、中段の水平
入賞ラインが有効となり、メダルが２枚投入された場合、上段水平入賞ラインと下段水平
入賞ラインが追加された３本が有効となり、メダルが３枚投入された場合、右下り入賞ラ
インと右上り入賞ラインが追加された５本が入賞ラインとして有効になる。なお、入賞ラ
イン１１４の数については５本に限定されるものではない。
【００３６】
　スタートランプ１２１は、リール１１０乃至１１２が回転することができる状態にある
ことを遊技者に知らせるランプである。再遊技ランプ１２２は、前回の遊技において入賞
役の一つである再遊技役に入賞した場合に、今回の遊技が再遊技可能であること（メダル
の投入が不要であること）を遊技者に知らせるランプである。告知ランプ１２３は、内部
抽選において、特定の入賞役（例えば、ＢＢ（ビッグボーナス）やＲＢ（レギュラーボー
ナス）等のボーナス）に内部当選していることを遊技者に知らせるランプである。メダル
投入ランプ１２４は、メダルの投入が可能であることを知らせるランプである。払出枚数
表示器１２５は、何らかの入賞役に入賞した結果、遊技者に払出されるメダルの枚数を表
示するための表示器である。遊技回数表示器１２６は、メダル投入時のエラー表示や、ビ
ッグボーナスゲーム中（ＢＢゲーム中）の遊技回数、所定の入賞役の入賞回数等を表示す
るための表示器である。貯留枚数表示器１２７は、スロットマシン１００に電子的に貯留
されているメダルの枚数を表示するための表示器である。リールパネルランプ１２８は、
演出用のランプである。
【００３７】
　メダル投入ボタン１３０、１３１は、スロットマシン１００に電子的に貯留されている
メダルを所定の枚数分投入するためのボタンである。本実施例においては、メダル投入ボ
タン１３０が押下される毎に１枚ずつ最大３枚まで投入され、メダル投入ボタン１３１が
押下されると３枚投入されるようになっている。メダル投入口１３４は、遊技を開始する
に当たって遊技者がメダルを投入するための投入口である。すなわち、メダルの投入は、
メダル投入ボタン１３０又は１３１により電子的に投入することもできるし、メダル投入
口１３４から実際のメダルを投入することもできる。精算ボタン１３２は、スロットマシ
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ン１００に電子的に貯留されたメダル及びベットされたメダルを精算し、メダル払出口１
５５よりメダル受皿１５６に排出するためのボタンである。メダル返却ボタン１３３は、
投入されたメダルが詰まった場合に押下してメダルを取り除くためのボタンである。
【００３８】
　スタートレバー１３５は、遊技の開始操作を行うためのレバー型のスイッチである。即
ち、メダル投入口１３４に所望する枚数のメダルを投入して、スタートレバー１３５を操
作すると、これを契機としてリール１１０乃至１１２が回転し、遊技が開始される。スト
ップボタン１３７乃至１３９は、スタートレバー１３５の操作によって回転を開始したリ
ール１１０乃至１１２に対する停止操作を行うためのボタンであり、各リール１１０乃至
１１２に対応して設けられている。そして、いずれかのストップボタン１３７乃至１３９
を操作すると対応するいずれかのリール１１０乃至１１２が停止することになる。
【００３９】
　ドアキー孔１４０は、スロットマシン１００の前面扉１０２のロックを解除するための
キーを挿入する孔である。メダル払出口１５５は、メダルを払出すための払出口である。
メダル受皿１５６は、メダル払出口１５５から払出されたメダルを溜めるための器である
。なお、メダル受皿１５６は、本実施例では発光可能な受皿を採用している。
【００４０】
　上部ランプ１５０、サイドランプ１５１、中央ランプ１５２、腰部ランプ１５３、下部
ランプ１５４は、遊技を盛り上げるための装飾用のランプである。演出装置１９０は、例
えば開閉自在な扉（シャッター）１６３が前面に取り付けられた液晶表示装置を含み、こ
の演出装置１９０には、例えば小役告知等の各種の情報が表示される。音孔１６０は、ス
ロットマシン１００内部に設けられているスピーカの音を外部に出力するための孔である
。タイトルパネル１６２には、スロットマシン１００を装飾するための図柄が描かれる。
【００４１】
＜制御部＞
　次に、図２および図３を用いて、このスロットマシン１００の制御部の回路構成につい
て詳細に説明する。
【００４２】
　スロットマシン１００の制御部は、大別すると、遊技の中枢部分を制御する主制御部３
００と、主制御部３００より送信されたコマンドに応じて各種機器を制御する副制御部４
００と、によって構成されている。
【００４３】
＜主制御部＞
　まず、図２を用いて、スロットマシン１００の主制御部３００について説明する。なお
、同図は主制御部３００の回路ブロック図を示したものである。
【００４４】
　主制御部３００は、主制御部３００の全体を制御するための演算処理装置であるＣＰＵ
３１０や、ＣＰＵ３１０が各ＩＣや各回路と信号の送受信を行うためのデータバス及びア
ドレスバスを備え、その他、以下に述べる構成を有する。クロック補正回路３１４は、水
晶発振器３１１から発振されたクロックを分周してＣＰＵ３１０に供給する回路である。
例えば、水晶発振器３１１の周波数が１２ＭＨｚの場合に、分周後のクロックは６ＭＨｚ
となる。ＣＰＵ３１０は、クロック補正回路３１４により分周されたクロックをシステム
クロックとして受け入れて動作する。
【００４５】
　また、ＣＰＵ３１０には、センサやスイッチの状態を常時監視するためのタイマ割り込
み処理の周期やモータの駆動パルスの送信周期を設定するためのタイマ回路３１５がバス
を介して接続されている。ＣＰＵ３１０は、電源が投入されると、データバスを介してＲ
ＯＭ３１２の所定エリアに格納された分周用のデータをタイマ回路３１５に送信する。タ
イマ回路３１５は、受信した分周用のデータを基に割り込み時間を決定し、この割り込み
時間ごとに、割り込み要求をＣＰＵ３１０に送信する。ＣＰＵ３１０は、この割込み要求
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を契機に、各センサ等の監視や駆動パルスの送信を実行する。例えば、ＣＰＵ３１０のシ
ステムクロックを６ＭＨｚ、タイマ回路３１５の分周値を１／２５６、ＲＯＭ３１２の分
周用のデータを４４に設定した場合、この割り込みの基準時間は、２５６×４４÷６ＭＨ
ｚ＝１．８７７ｍｓとなる。
【００４６】
　さらに、ＣＰＵ３１０には、各ＩＣを制御するためのプログラム、入賞役の内部抽選時
に用いる抽選データ、リールの停止位置等の各種データを記憶しているＲＯＭ３１２や、
一時的なデータを保存するためのＲＡＭ３１３が接続されている。これらのＲＯＭ３１２
やＲＡＭ３１３については他の記憶手段を用いてもよく、この点は後述する副制御部４０
０においても同様である。また、ＣＰＵ３１０には、外部の信号を受信するための入力イ
ンタフェース３６０が接続され、割込み時間ごとに入力インタフェース３６０を介して、
スタートレバーセンサ３２１、ストップボタンセンサ３２２、メダル投入ボタンセンサ３
２３、精算スイッチセンサ３２４、メダル払い出しセンサ３２６、電源判定回路３２７の
状態を検出し、各センサを監視している。
【００４７】
　メダル投入センサ３２０は、メダル投入口１３４に投入されたメダルを検出するための
センサである。スタートレバーセンサ３２１はスタートレバー１３５の操作を検出するた
めのセンサである。ストップボタンセンサ３２２はストップボタン１３７乃至１３９のい
ずれかが押された場合、どのストップボタンが押されたかを検出するためのセンサである
。メダル投入ボタンセンサ３２３はメダル投入ボタン１３０、１３１のいずれかが押下さ
れた場合、どのメダル投入ボタンが押されたかを検出するためのセンサである。精算スイ
ッチセンサ３２４は、精算ボタン１３２に設けられており、精算ボタン１３２が一回押さ
れると、貯留されているメダル及びベットされているメダルが精算されて払い出されるこ
とになる。メダル払い出しセンサ３２６は、払い出されるメダルを検出するためのセンサ
である。電源判定回路３２７は、スロットマシン１００に供給される電源の遮断を検出す
るための回路である。
【００４８】
　ＣＰＵ３１０には、更に、入力インタフェース３６１、出力インタフェース３７０、３
７１がアドレスデコード回路３５０を介してアドレスバスに接続されている。ＣＰＵ３１
０は、これらのインタフェースを介して外部のデバイスと信号の送受信を行っている。入
力インタフェース３６１には、インデックスセンサ３２５が接続されている。インデック
スセンサ３２５は、各リール１１０乃至１１２の取付台の所定位置に設置されており、リ
ール１１０乃至１１２に設けた遮光片がこのインデックスセンサ３２５を通過するたびに
ハイレベルになる。ＣＰＵ３１０は、この信号を検出すると、リールが１回転したものと
判断し、リールの回転位置情報をゼロにリセットする。出力インタフェース３７０には、
リールを駆動させるためのモータを制御するリールモータ駆動部３３０と、ホッパー（バ
ケットにたまっているメダルをメダル払出口１５５から払出すための装置。）のモータを
駆動するためのホッパーモータ駆動部３３１と、遊技ランプ３４０（具体的には、入賞ラ
イン表示ランプ１２０、スタートランプ１２１、再遊技ランプ１２２、告知ランプ１２３
、メダル投入ランプ１２４等）と、７セグメント（ＳＥＧ）表示器３４１（払出枚数表示
器１２５、遊技情報表示器１２６、貯留枚数表示器１２７等）が接続されている。
【００４９】
　また、ＣＰＵ３１０には、乱数発生回路３１７がデータバスを介して接続されている。
乱数発生回路３１７は、水晶発振器３１１及び水晶発振器３１６から発振されるクロック
に基づいて、一定の範囲内で値をインクリメントし、そのカウント値をＣＰＵ３１０に出
力することのできるインクリメントカウンタであり、後述する入賞役の内部抽選をはじめ
各種抽選処理に使用される。ＣＰＵ３１０のデータバスには、副制御部４００にコマンド
を送信するための出力インタフェース３７１が接続されている。主制御部３００と副制御
部４００との情報通信は一方向の通信であり、主制御部３００は副制御部４００へコマン
ドを送信するが、副制御部４００から主制御部３００へ何らかのコマンド等を送信するこ
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とはできない。
【００５０】
＜副制御部＞
　次に、図３を用いて、スロットマシン１００の副制御部４００について説明する。なお
、同図は副制御部４００の回路ブロック図を示したものである。
【００５１】
　副制御部４００は、主制御部３００より送信された主制御コマンド等に基づいて副制御
部４００の全体を制御する演算処理装置であるＣＰＵ４１０や、ＣＰＵ４１０が各ＩＣ、
各回路と信号の送受信を行うためのデータバス及びアドレスバスを備え、以下に述べる構
成を有する。クロック補正回路４１４は、水晶発振器４１１から発振されたクロックを補
正し、補正後のクロックをシステムクロックとしてＣＰＵ４１０に供給する回路である。
【００５２】
　また、ＣＰＵ４１０にはタイマ回路４１５がバスを介して接続されている。ＣＰＵ４１
０は、所定のタイミングでデータバスを介してＲＯＭ４１２の所定エリアに格納された分
周用のデータをタイマ回路４１５に送信する。タイマ回路４１５は、受信した分周用のデ
ータを基に割り込み時間を決定し、この割り込み時間ごとに、割り込み要求をＣＰＵ４１
０に送信する。ＣＰＵ４１０は、この割込み要求のタイミングをもとに、各ＩＣや各回路
を制御する。
【００５３】
　また、ＣＰＵ４１０には、副制御部４００の全体を制御するための命令及びデータ、ラ
イン表示ＬＥＤの点灯パターンや各種表示器を制御するためのデータが記憶されたＲＯＭ
４１２や、データ等を一時的に保存するためのＲＡＭ４１３が各バスを介して接続されて
いる。
【００５４】
　さらに、ＣＰＵ４１０には、外部の信号を送受信するための入出力インタフェース４６
０が接続されており、入出力インタフェース４６０には、図柄表示窓１１３の外枠に配設
され、点滅や点灯などの点灯制御によって有効ラインや入賞ラインを報知するためのライ
ン表示ＬＥＤ４２０、前面扉１０２の開閉を検出するための扉センサ４２１、ＲＡＭ４１
３のデータをクリアにするためのリセットスイッチ４２２が接続されている。
【００５５】
　ＣＰＵ４１０には、データバスを介して主制御部３００から主制御コマンドを受信する
ための入力インタフェース４６１が接続されており、入力インタフェース４６１を介して
受信したコマンドに基づいて、遊技全体を盛り上げる演出処理等が実行される。また、Ｃ
ＰＵ４１０のデータバスとアドレスバスには、音源ＩＣ４８０が接続されている。音源Ｉ
Ｃ４８０は、ＣＰＵ４１０からの命令に応じて音声の制御を行う。また、音源ＩＣ４８０
には、音声データが記憶されたＲＯＭ４８１が接続されており、音源ＩＣ４８０は、ＲＯ
Ｍ４８１から取得した音声データをアンプ４８２で増幅させてスピーカ４８３から出力す
る。ＣＰＵ４１０には、主制御部３００と同様に、外部ＩＣを選択するためのアドレスデ
コード回路４５０が接続されており、アドレスデコード回路４５０には、主制御部３００
からのコマンドを受信するための入力インタフェース４６１、時計ＩＣ４２３、７セグメ
ント表示器４４０への信号を出力するための出力インタフェース４７２等が接続されてい
る。
【００５６】
　時計ＩＣ４２３が接続されていることで、ＣＰＵ４１０は、現在時刻を取得することが
可能である。７セグメント表示器４４０は、スロットマシン１００の内部に設けられてお
り、たとえば副制御部４００に設定された所定の情報を遊技店の係員等が確認できるよう
になっている。更に、出力インタフェース４７０には、デマルチプレクサ４１９が接続さ
れている。デマルチプレクサ４１９は、出力インタフェース４７０から送信された信号を
各表示部等に分配する。即ち、デマルチプレクサ４１９は、ＣＰＵ４１０から受信された
データに応じて上部ランプ１５０、サイドランプ１５１、中央ランプ１５２、腰部ランプ
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１５３、下部ランプ１５４、リールパネルランプ１２８、タイトルパネルランプ１７２、
払出口ストロボ１７１を制御する。タイトルパネルランプ１７２は、タイトルパネル１６
２を照明するランプであり、払出口ストロボ１７１は、メダル払出口１５５の内側に設置
されたストロボタイプのランプである。なお、ＣＰＵ４１０は、扉・液晶画面制御部４９
０への信号送信は、デマルチプレクサ４１９を介して実施する。扉・液晶画面制御部４９
０は、液晶表示装置１５７及び扉１６３を制御する制御部である。
【００５７】
＜遊技の基本的制御＞
　図４は、本実施例のスロットマシン１００における遊技の基本的制御を示すフローチャ
ートである。遊技の基本的制御は主制御部３００のＣＰＵ３１０が中心になって行い、電
源断等を検知しないかぎり、同図の処理を実行する。また、各処理の実行によって得られ
た情報は副制御部４００に送信する。
【００５８】
　以下、この処理について説明する。電源投入が行われると、まず、Ｓ１０１で初期処理
が実行される。ここでは各種の初期化処理が行われる。Ｓ１０２ではメダル投入・スター
ト操作受付処理を実行する。ここではメダルの投入の有無をチェックし、メダルの投入に
応じて入賞ライン表示ランプ１２０を点灯させる。なお、前回の遊技で再遊技に入賞した
場合は、前回の遊技で投入されたメダル枚数と同じ数のメダルを投入する処理を行うので
、遊技者によるメダルの投入が不要となる。また、スタートレバー１３５が操作されたか
否かのチェックを行い、スタートレバー１３５の操作があればＳ１０４へ進む。
【００５９】
　Ｓ１０３では投入されたメダル枚数を確定し、有効な入賞ラインを確定する。Ｓ１０４
では乱数発生器で発生させた乱数を取得する。Ｓ１０５では、現在の遊技状態に応じてＲ
ＯＭに格納されている入賞役抽選テーブルを読み出し、これとＳ１０４で取得した乱数値
とを用いて内部抽選を行う。内部抽選の結果、いずれかの入賞役（作動役を含む）に内部
当選した場合、その入賞役のフラグがＯＮになる。Ｓ１０６では内部抽選結果に基づき、
リール停止データを選択する。
【００６０】
　Ｓ１０７では全リール１１０乃至１１２の回転を開始させる。Ｓ１０８では、ストップ
ボタン１３７乃至１３９の受け付けが可能になり、いずれかのストップボタンが押される
と、押されたストップボタンに対応するリール１１０乃至１１２の何れかをＳ１０６で選
択したリール停止制御データに基づいて停止させる。全リール１１０乃至１１２が停止す
るとＳ１０９へ進む。
【００６１】
　Ｓ１０９では、入賞判定を行う。ここでは、有効化された入賞ライン１１４上に、何ら
かの入賞役に対応する絵柄組合せが表示された場合にその入賞役に入賞したと判定する。
例えば、有効化された入賞ライン上に、「ベル－ベル－ベル」が揃っていたならばベル入
賞と判定する。但し、ビッグボーナス（ＢＢ）およびレギュラーボーナス（ＲＢ）につい
ては、今回の遊技で入賞しなかった場合は、次回の遊技に内部当選フラグがＯＮの状態が
維持される。所謂フラグの持ち越しが行われる。Ｓ１１０では払い出しのある何らかの入
賞役に入賞していれば、その入賞役に対応する枚数のメダルを入賞ライン数に応じて払い
出す。Ｓ１１１では遊技状態制御処理を行う。以上により１ゲームが終了する。以降Ｓ１
０２へ戻って上述した処理を繰り返すことにより遊技が進行することになる。
【００６２】
＜本体内部構造＞
　次に、本実施例のスロットマシン１００の内部構成について簡単に説明する。図５は、
スロットマシン１００の内部構成の概略を示す前面扉１０２を開いた斜視図である。本体
１０１の内部には、主基板収納ケース２１０、副制御基板収納ケース２２０及びリールユ
ニット１８５や、図示を省略した電源ボックス、メダル払出装置１８０、メダル補助収納
部２４０、中央スピーカユニット、外部中継端子板等の諸装置が配設されている。
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【００６３】
　リールユニット１８５は、樹脂製のケース２２１内にステッピングモータで駆動される
リール１１０乃至１１２を個別に着脱可能に取り付けて構成している。そして、このリー
ルユニット１８５は、ケース２２１により３本のリールをユニット化し、本体１０１に設
けたリールユニット載置台２７８に対する着脱を容易に行えるように構成している。また
、リールユニット載置台２７８の下部には、音通路２７７が取り付けられ、前面扉１０２
が本体１０１に閉じられた状態で前面扉１０２に取付られた音通路２６８と組み合わさる
ように構成している。中央スピーカユニットから出力された音は、この音通路２７７およ
び音通路２６８を通過して外部に出力される。
【００６４】
　本体１０１の内部には、透明な樹脂ケースからなる基板収納ケースが、本体１０１を構
成している後板の上部に取り付けられている。この主基板収納ケース２１０の内部空間に
は、スロットマシン１００の全体的な制御を行う主制御部３００を構成する電気部品を実
装した主制御基板が収納されている。
【００６５】
　また、図示を省略した電源ボックスは、本体１０１の後板の壁面に装着され、金属製ケ
ースの内部に、スロットマシン１００の諸装置へ必要な電力を供給するための電源基板が
収納されている。
【００６６】
　さらに、本体１０１の内部には、メダルを払い出すためのメダル払出装置１８０（以下
、ホッパー１８０ということがある）が配設してある。メダル払出装置１８０は、ＤＣモ
ーターで駆動されメダルを１枚ずつ払い出すと共に、メダルを払い出す毎に検出信号を出
力する払出装置本体１８２と、払出装置本体１８２にメダルを供給するとともにメダルを
蓄積するメダルタンク１８１とで構成されている。そして、メダル払出装置１８０の横に
は、メダル補助収納部２４０が置かれており、前記メダル払出装置１８０がメダルでいっ
ぱいになると、余分なメダルは流れ落ち、このメダル補助収納部２４０内に蓄積される。
【００６７】
　そして、前記主制御基板及びリール１１０乃至１１２の側方、即ち向って左側の側板に
は、副制御基板を収納した副基板収納ケース２２０が配設してある。
【００６８】
　一方、本体１０１の側板にヒンジ装置２７６を介して蝶着された前面扉１０２には、演
出装置１９０、この演出装置を制御する演出制御基板を収納した演出制御基板収納ケース
２７４、上部スピーカ２７２、図柄表示窓１１３を有するリールパネル２７０、投入され
たメダルを選別するためのメダルセレクタ７１０、このメダルセレクタ７１０が不正なメ
ダル等をメダル受皿１５６に落下させる際にメダルが通過する通路２６６等が設けてある
。詳細は後述するがメダルセレクタ７１０は、前面扉１０２側に固定した後述するセレク
タカバー７２０（図略）に着脱可能に取り付けられ、セレクタカバー７２０は、投入され
たメダルをメダルタンク１８１に案内する通路となるメダル搬送樋７２１を備えている。
【００６９】
　次に、メダルを投入するメダル投入口１３４、および投入されたメダルを選別するメダ
ルセレクタ７１０について説明する。図６は、メダル投入口１３４およびメダルセレクタ
７１０の全体を示す斜視図である。図７は、メダル投入口１３４およびメダルセレクタ７
１０の分解斜視図である。図８は、図６におけるＡ－Ａ線に沿った断面図、図９は、図８
におけるＹ部の拡大図、図１０は、図６におけるＢ－Ｂ線に沿った断面図、図１１は、図
１０におけるＺ部の拡大図である。
【００７０】
＜メダルセレクタ＞
　先ず、メダルセレクタ７１０は、メダル投入口１３４から投入されたメダルの真偽を判
別するため、すなわち、投入されたメダルが、適正なメダルであるか否かを判別し、適正
なメダルをスロットマシン１００の内部に取り込むと共に、不正なメダルを排出するため
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のユニット化された装置である。
【００７１】
　そこで、このメダルセレクタ７１０は、前面扉１０２の背面側に取り付けたセレクタカ
バー７２０に対して着脱可能に取り付けられる。また、セレクタカバー７２０には、適正
なメダルをホッパー１８０（メダル払出装置）に誘導するためのメダル搬送樋７２１が設
けてある。
【００７２】
　メダルセレクタ７１０を構成するベース部７１１は、メダルが通過するメダル通路７１
２、メダルの通過を阻止するメダルブロッカ７１３、メダルの通過を検出するメダル投入
センサ７１４、前記メダル通路７１２を形成する第１の側面ガイド７１５および第２の側
面ガイド７１６、などを備えている。
【００７３】
　また、メダルセレクタ７１０は、ベース部７１１の側面にメダル出口７１７を備えてお
り、このメダル出口７１７から転出する適正なメダルが、セレクタカバー７２０のメダル
搬送樋７２１を介してホッパー１８０へ向けて転動する。
【００７４】
　一方、不正なメダルは、メダル受皿１５６に排出される。すなわち、規定の直径に満た
ない小径なメダルは、上縁が第１の側面ガイド７１５に係止することなく転倒して排出さ
れる。また、メダルの受入を禁止しているタイミングで投入されたメダルは、メダル通路
７１２内に突出したメダルブロッカ７１３により排出される。なお、メダルの受入を禁止
するタイミングは、リプレイが入賞した遊技の次回遊技のときやクレジットによる貯留枚
数が上限に達したときなどがある。
【００７５】
＜メダル投入口＞
　次に、メダル投入口１３４について説明する。メダル投入口１３４は、遊技者が遊技を
行なうために遊技媒体であるメダルをスロットマシン１００に投入するための開口である
。
【００７６】
　そこで、メダル投入口１３４は、前面扉１０２の見易い位置に開口しており、メダル投
入口構成部材７３０を前面扉１０２に取り付けることによって構成してある。このメダル
投入口１３４には、遊技を行なうために、遊技者がメダルを投入するが、投入は通常、複
数のメダル、大抵は３枚のメダルを投入する。しかし、メダル投入口１３４に複数のメダ
ルを同時に投入したのでは、メダルが詰まってしまう。そこで、メダル投入口１３４の開
口端すなわち入口は、１枚のメダルよりも大きいが、２枚のメダルを同時に受け入れるこ
とのできない大きさに形成してある。
【００７７】
　したがって、遊技者が、複数のメダルを掴んでメダル投入口１３４へ臨ませても、メダ
ル投入口１３４が受け入れることのできるメダルは１枚なので、２枚目以降のメダルは、
順番に時間差を持って受け入れられることになる。
【００７８】
　メダル投入口１３４を構成するメダル投入口構成部材７３０は、例えば金属材による成
形品である。そして、メダル投入口構成部材７３０には、メダル投入口１３４より投入さ
れたメダルを下方位置へ誘導する第１メダル誘導路７３１が設けてある。この第１メダル
誘導路７３１は、例えば、上側が広く、下側が若干が狭くなる傾斜を有した、すなわちテ
ーパー状に開設した孔である。なお、この第１メダル誘導路７３１の上端、言い換えると
入口部分が狭い意味のメダル投入口１３４となるが、以下、第１メダル誘導路７３１を含
めてメダル投入口１３４ということがある。
【００７９】
　メダル投入口構成部材７３０は、メダル投入口１３４の後方に、摘んだメダルが当接可
能に起立する背板部７３２を備えている。また、この背板部７３２は、第１メダル誘導路
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７３１の背面部（背面側の誘導壁）を形成している。一方、メダル投入口１３４の前方に
は、複数のメダルを摘んでメダル投入口１３４に臨ませたときに、待機させるとともに、
メダル投入口１３４へ案内するガイド部７３３を備えている。
【００８０】
　メダル投入口構成部材７３０に形成した第１メダル誘導路７３１の出口７３１ｂの開口
形状は、例えば、メダルの断面形状とほゞ相似する矩形である。そして、スロットマシン
１００で一般的に使用されている直径２５ｍｍ、板厚１．６ｍｍのメダルの場合では、板
厚方向の寸法（ｔ１）は、例えば２．０～２．７ｍｍ程度、直径方向の寸法（ｂ１）は、
２６～２８ｍｍ程度である。なお、スロットマシン１００では、直径２５ｍｍのメダル以
外として直径３０ｍｍのメダルが使用されており、３０ｍｍのメダルの場合は、３１～３
３ｍｍ程度となる。
【００８１】
　メダル投入口１３４の下方、言い換えると、第１メダル誘導路７３１の下方には、通常
、メダルセレクタ７１０が配置してある。そして、このメダルセレクタ７１０は、メダル
を所定位置へ誘導する第２メダル誘導路７４１を備えている。
【００８２】
　そこで、図示の実施例におけるメダルセレクタ７１０では、第２メダル誘導路７４１を
構成する誘導路構成部材７４０が設けてある。すなわち、この誘導路構成部材７４０は、
ベース部７１１の上面に固定してある。
【００８３】
　第２メダル誘導路７４１の入口７４１ａは、誘導路構成部材７４０の上面に開口してお
り、この開口形状も、メダルの断面形状とほゞ相似する矩形となっており、前記した第１
メダル誘導路７３１の出口７３１ｂの開口形状と、同一形状になっている。すなわち、板
厚方向の寸法（ｔ２）および直径方向の寸法（ａ２）が、第１メダル誘導路７３１の出口
７３１ｂの板厚方向の寸法（ｔ１）および直径方向の寸法（ｂ１）と同一寸法になってい
る。したがって、第１メダル誘導路７３１の出口７３１ｂと、第２メダル誘導路７４１の
入口７４１ａとを合せた場合に、互いの開口形状が一致して、連続したメダル誘導路が形
成される。
【００８４】
　このため、このメダル誘導路を通過するメダルは、メダル投入口１３４の出口１３４ｂ
、またはメダルセレクタ７１０の入口７１０ａにおいて、段差等に引っ掛かることがなく
、メダルがスムーズに流れる。しかも、連続して投入されたメダル同士のかち合いを防止
可能であるので、メダル詰まりを減少させることができる。
【００８５】
　ところで、メダル投入口構成部材７３０に設けた第１メダル誘導路７３１の出口７３１
ｂにおける開口面積（Ｓ１＝ｂ１×ｔ１）を、誘導路構成部材７４０に設けた第２メダル
誘導路７４１における入口７４１ａの開口面積（Ｓ２＝ａ２×ｔ２）と同一にすることが
できる（Ｓ１＝Ｓ２）。例えば、図９や図１１に示すように、第１メダル誘導路７３１の
出口７３１ｂの直径方向の寸法（ｂ１）と、第２メダル誘導路７４１の直径方向の寸法（
ａ２）とを同一寸法にすると共に、両メダル誘導路７３１、７４１の板厚方向の寸法（ｔ
１）および（ｔ２）を同一寸法にするのである。
【００８６】
　また、メダル投入口構成部材７３０に設けた第１メダル誘導路７３１の出口７３１ｂに
おける開口面積（Ｓ１＝ｂ１×ｔ１）を、誘導路構成部材７４０に設けた第２メダル誘導
路７４１における入口７４１ａの開口面積（Ｓ２＝ａ２×ｔ２）よりも小さく形成するこ
ともできる（Ｓ１＜Ｓ２）。例えば、図１３に示すように、第１メダル誘導路７３１の出
口７３１ｂの直径方向の寸法（ｂ１）を、第２メダル誘導路７４１の入口７４１ａの直径
方向の寸法（ａ２）よりも短くするのである。なお、板厚方向の寸法は、両メダル誘導路
とも同一でよい。
【００８７】
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　このようにすれば、第１メダル誘導路７３１の出口７３１ｂから転出するメダルが、ス
ムーズに第２メダル誘導路７４１の入口７４１ａに取り込まれる。すなわち、メダル投入
口１３４に投入されたメダルが、メダルセレクタ７１０にスムーズに取り込まれる。した
がって、メダル投入口１３４或いはメダルセレクタ７１０の入口部分に、メダルが詰まる
ことがない。
【００８８】
　また、図９に示す実施例では、第２メダル誘導路７４１を、入口７４１ａから所定（例
えば、メダル半径よりも長い寸法）の区間（ｌ）を、鉛直方向に直線形状に形成している
。すなわち、第２メダル誘導路７４１を通過するメダルは、ストレートに落下する。この
ため、よりスムーズにメダルを、所定位置に誘導することができる。
【００８９】
　具体的には、メダル投入口１３４に投入されたメダルが、誘導路構成部材７４０の第２
メダル誘導路７４１をストレートに落下して、所定位置であるメダルセレクタ７１０のメ
ダル通路７１２に誘導される。したがって、メダルをよりスムーズに流すことができ、ス
ピーディな遊技が可能になる。
【００９０】
　第１メダル誘導路７３１は、四方の誘導壁によって形成されている。すなわち、板厚方
向に対峙する一対の誘導壁と、メダル直径方向に対峙する一対の誘導壁と、によって、第
１メダル誘導路７３１が形成されている。そこで、板厚方向の間隔を、入口７３１ａから
出口７３１ｂに向って、狭くなるように形成する。例えば、入口７３１ａの間隔（寸法Ｔ
）を２．７ｍｍに設定し、出口７３１ｂの間隔（ｔ１）を２．０ｍｍに設定する。
【００９１】
　また、第１メダル誘導路７３１は、直径方向の誘導壁の間隔を、入口７３１ａから出口
７３１ｂに向って、狭くなるように形成している。例えば、入口の間隔（ａ１）を２８ｍ
ｍに設定し、出口の間隔（ｂ１）を２６ｍｍに設定するのである。
【００９２】
　このように、メダルの直径方向および板厚方向の寸法をともに、第１メダル誘導路７３
１の入口７３１ａを大きく、且つ出口７３１ｂに向って絞るように形成した第１メダル誘
導路７３１においては、メダルの受入を容易にすると共に、メダルの体勢を整えることが
できる。したがって、メダルを安定した状態で下方へ誘導することができる。
【００９３】
　また、第１メダル誘導路７３１は、板厚方向の寸法（ｔ１）を、例えば２．０ｍｍで一
定間隔に設定し、鉛直方向に直線形状に形成することができる。このようにしても、メダ
ルの体勢を整えることができ、メダルを安定した状態で下方へ誘導することができる。
【００９４】
　さらに、第１メダル誘導路７３１は、板厚方向または直径方向の誘導壁間隔の一方を、
出口７３１ｂに向って絞るように形成してもよい。この場合にも、メダルの受入を容易に
することができ、またメダルの体勢を良く整えることができる。このため、メダルをより
安定した状態で下方へ誘導することが可能である。なお、これらの入口７３１ａおよび出
口７３１ｂの寸法は、使用するメダルのサイズに応じて適宜設定する。
【００９５】
　ところで、メダルセレクタの入口付近で通路幅を狭める際に、従来は急激に狭めていた
が、長めの距離をかけて緩やかに狭めるようにすることもできる。例えば、ほゞメダルの
直径に相当する距離をかけて徐々に幅を狭めるようにすることもできる。また、誘導壁の
間隔を狭める際、全長に渡って一定の割合で狭めるばかりではなく、入口から所定の位置
までを縮幅させ、以後出口までを一定の幅に形成してもよい。言い換えると、誘導路を形
成するの誘導壁を、途中まで傾斜させ、途中から起立させるのである。なお、この傾斜ま
たは起立する誘導壁は、板厚方向の誘導壁および直径方向の誘導壁の双方に適用してもよ
いし、いずれか一方の誘導壁に適用してもよい。さらに、全長に渡って傾斜する誘導壁と
、途中まで傾斜する誘導壁と、或いは起立する誘導壁と、を適宜組み合わせて、全体とし



(16) JP 2009-207783 A 2009.9.17

10

20

30

40

50

て縮幅する誘導路を形成することもできる。
【００９６】
　一方、第２メダル誘導路７４１は、入口７４１ａから所定の区間、例えば、メダルの半
径（ｒ）よりも長い寸法の区間（ｌ）の板厚方向の寸法（ｔ２）を、２．０ｍｍに設定し
、鉛直方向に直線形状に形成することができる。このため、第２メダル誘導路７４１を通
過するメダルは、ストレートに落下し、よりスムーズにメダルを、所定位置に誘導するこ
とが可能になる。
【００９７】
　そして、第１メダル誘導路７３１は、メダル投入口１３４に設けてあるといえる。また
、第２メダル誘導路７４１はメダルセレクタ７１０に設けてあるといえる。具体的には、
第１メダル誘導路７３１は、メダル投入口１３４を形成するメダル投入口構成部材７３０
に設けてあり、第２メダル誘導路７４１は、メダルセレクタ７１０の上面に取り付けた誘
導路構成部材７４０に設けてある。
【００９８】
　そこで、第１メダル誘導路７３１の入口７３１ａから、第２メダル誘導路７４１の入口
７４１ａまでの距離（Ｌ）を、例えばメダルの半径（ｒ）よりも短くなるように、設定す
るとよい。すなわち、第１メダル誘導路７３１の入口７３１ａから、第２メダル誘導路７
４１の入口７４１ａまでの距離（Ｌ）が、メダルの半径（ｒ）よりも短くなる位置に、第
２メダル誘導路７４１を配置するのである。
【００９９】
　このように配置すると、投入したメダルの中央が第１メダル誘導路７３１の入口７３１
ａを通過するときには、メダルの先端（下端）が第２メダル誘導路７４１の入口７４１ａ
に達している。このため、続けてメダルを投入する場合であって、次のメダルを投入する
ときには、前のメダルは既に第２メダル誘導路７４１の入口７４１ａ、言い換えると、メ
ダルセレクタ７１０に到達している。
【０１００】
　したがって、メダル誘導路内において、メダルのかち合いを確実に防止することができ
る。また、メダル詰まりを防止することができる。
【０１０１】
　第１メダル誘導路７３１におけるメダル出口７３１ｂの開口中心軸Ｏ１と、第２メダル
誘導路７４１におけるメダル入口７４１ａの開口中心軸Ｏ２との位置合わせを行なうと、
第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７４１とが、スムーズに連通する。
【０１０２】
　そこで、第１メダル誘導路７３１の出口７３１ｂの開口中心軸Ｏ１と、第２メダル誘導
路７４１の入口７４１ａの開口中心軸Ｏ２との位置合わせを行なう位置合せ手段を設けて
いる。この位置合せ手段は、例えば、以下のようにして構成する。すなわち、第１メダル
誘導路７３１の出口側端部の形状を、所定のテーパー形状に形成する。一方、第２メダル
誘導路７４１の入口側端部の形状を、前記した所定のテーパー形状に対応するテーパー形
状に形成する。
【０１０３】
　そして、第１メダル誘導路７３１のテーパー形状と、第２メダル誘導路７４１のテーパ
ー形状とを係合させることにより、第１メダル誘導路７３１におけるメダル出口７３１ｂ
の開口中心軸Ｏ１と、第２メダル誘導路７４１におけるメダル入口７４１ａの開口中心軸
Ｏ２とを一致させて、位置合せを行なうことができる。
【０１０４】
　具体的には、例えば図９～図１１に示すように、メダル投入口構成部材７３０に下向突
出部７３５を設け、この下向突出部７３５の内部に第１メダル誘導路７３１および受入嵌
合部７３６を形成し、受入嵌合部７３６の内面を所定のテーパー形状とするのである。す
なわち、下向突出部７３５の下面から上方に向って、メダルの直径方向および板厚方向と
もに縮小する傾斜面を有する受入嵌合部７３６を形成し、この受入嵌合部７３６と第１メ
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ダル誘導路７３１を連通させるのである。なお、図示の受入嵌合部７３６の内面は、途中
から傾斜面となるように途中で屈曲している。
【０１０５】
　一方、誘導路構成部材７４０の上方部分を、受入嵌合部７３６の形状に対応させて、上
端に向って幅方向および厚み方向に縮小する嵌合突部７３７とする。そして、この嵌合突
部７３７の外面は、前記受入嵌合部７３６の傾斜面に対応する斜面となっている。また、
この嵌合突部７３７の内部に、第２メダル誘導路７４１を設ける。
【０１０６】
　そこで、メダル投入口構成部材７３０の受入嵌合部７３６に、誘導路構成部材７４０の
嵌合突部７３７を嵌合させると、第１メダル誘導路７３１の出口７３１ｂと第２メダル誘
導路７４１の入口７４１ａとが当接し、両誘導路７３１，７４１が連通する。このとき、
受入嵌合部７３６のテーパー形状および嵌合突部７３７のテーパー形状により、第１メダ
ル誘導路７３１の開口中心軸Ｏ１と第２メダル誘導路７４１の開口中心軸Ｏ２とが一致す
る。
【０１０７】
　このようにテーパー形状を用いるときは、第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路
７４１との位置合わせを容易に行なうことができ、両メダル誘導路７３１、７４１の開口
中心軸Ｏ１、Ｏ２を一致させることができる。したがって、第１メダル誘導路７３１と第
２メダル誘導路７４１とがスムーズに繋がって、メダルが引っ掛かるようなことがない。
【０１０８】
　また、メダル投入口構成部材７３０に嵌合突部７３７を設け、誘導路構成部材７４０に
受入嵌合部７３６を設けることもできる。すなわち、図１２～１３に示すように、メダル
投入口構成部材７３０の下向突出部７３５の外面を下方に向けて縮小する斜面として嵌合
突部７３７とする。一方、この斜面に対応する傾斜面を備える受入嵌合部７３６を、誘導
路構成部材７４０の上向突出部７４４の内部に設ける。
【０１０９】
　このようなテーパー形状を備えるメダル投入口構成部材７３０および誘導路構成部材７
４０を用いても、第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７４１との位置合わせを容
易に行なうことができる。
【０１１０】
　そして、この実施例においては、メダル投入口１３４の入口寸法（ａ１）よりも、メダ
ル投入口１３４の出口寸法（ｂ１）を小さくする。また、メダル投入口１３４の出口寸法
（ｂ１）よりも、メダルセレクタ７１０の入口寸法（ａ２）を大きくする。さらに、メダ
ル投入口１３４の入口からメダルセレクタ７１０の入口までの距離（Ｌ）を、メダルの半
径（ｒ）よりも小さくする。なお、メダル板厚方向の間隔は、例えば、２．２ｍｍ程度に
するとよい。
【０１１１】
　このような実施例によっても、メダルがスムーズに流れ、メダル投入口１３４の出口、
またはメダルセレクタ７１０の入口において、段差等に引っ掛かることがなく、メダルが
スムーズに流れる。しかも、連続して投入されたメダル同士のかち合いを防止可能である
ので、メダル詰まりを減少させることができる。
【０１１２】
　ところで、前記した位置合せ手段は、別部材として設けることもできる。すなわち、第
１メダル誘導路７３１に第１位置合せ部材を設けると共に、第２メダル誘導路７４１に第
２位置合せ部材を設け、両位置合せ部材を互いに係合させることで、第１メダル誘導路７
３１の出口側の開口中心軸Ｏ１と、第２メダル誘導路７４１の入口側の開口中心軸Ｏ２と
、を一致させて位置合せを行なうのである。
【０１１３】
　具体的には、例えば、図１４（ａ）に示すように、メダル投入口構成部材７３０の下面
側に設けた下向突出部７３５の下面に、下向きの位置決めボス７５１を突設する。なお、
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下向突出部７３５には、前記した各実施例と同様に構成した第１メダル誘導路７３１が形
成してある。
【０１１４】
　一方、誘導路構成部材７４０に設けた上向突出部７４４には、前記位置決めボス７５１
に対応する位置決め孔７５２を設けるのである。なお、上向突出部７４４には、前記した
各実施例と同様に構成した第２メダル誘導路７４１が形成してある。
【０１１５】
　そこで、位置決めボス７５１と位置決め孔７５２とを嵌合させると、第１メダル誘導路
７３１と第２メダル誘導路７４１とが位置決めされ、両誘導路の開口中心軸が一致する。
このため、メダルがスムーズに流れ、しかも、連続して投入されたメダル同士のかち合い
を防止したり、メダル詰まりを減少させることができる。
【０１１６】
　図１４（ｂ）は、別部材による位置合せ手段の他の実施例である。この実施例において
は、メダル投入口構成部材７３０の下面側に設けた下向突出部７３５に、下向きに三角形
状に突出する位置決め凸片７５３を突設する。なお、下向突出部７３５には、前記した各
実施例と同様に構成した第１メダル誘導路７３１が形成してある。
【０１１７】
　一方、誘導路構成部材７４０に設けた上向突出部７４４には、前記位置決め凸片７５３
に対応するように三角形状の位置決め凹部７５４を設けるのである。なお、上向突出部７
４４には、前記した各実施例と同様に構成した第２メダル誘導路７４１が形成してある。
また、前記した位置決めボス７５１と位置決め孔７５２、或いは位置決め凸片７５３と位
置決め凹部７５４の配置を逆にしてもよい。すなわち、位置決めボス７５３或いは位置決
め凸片７５３を誘導路構成部材７４０側に設け、位置決め孔７５２或いは位置決め凹部７
５４をメダル投入口構成部材７３０側に設けてもよい。
【０１１８】
　そして、位置決め凸片７５３と位置決め凹部７５４とを嵌合させれば、第１メダル誘導
路７３１と第２メダル誘導路７４１とが位置決めされ、両メダル誘導路７３１、７４１の
開口中心軸Ｏ１、Ｏ２が一致する。このため、メダルがスムーズに流れ、しかも、連続し
て投入されたメダル同士のかち合いを防止したり、メダル詰まりを減少させることができ
る。
【０１１９】
　このような凹凸嵌合可能な別部材によれば、簡素な構造で、第１メダル誘導路７３１と
第２メダル誘導路７４１との、すなわちメダル投入口１３４とメダルセレクタ７１０との
位置合せ手段を構成することができる。なお、位置合せ手段の構成、例えば位置や形状、
或いは数などは、適宜に設定すればよい。
【０１２０】
　いずれの位置合せ手段を用いる実施例においても、第１メダル誘導路７３１と第２メダ
ル誘導路７４１とが容易に位置決めされ、第１メダル誘導路７３１の開口中心軸Ｏ１と、
第２メダル誘導路７４１の開口中心軸Ｏ２とを容易に一致させることができる。このため
、組立作業が容易になるし、清掃時にメダルセレクタ７１０を取り外す機種に好適である
。
【０１２１】
　ところで、前記した各実施例では、メダル投入口１３４からメダルセレクタ７１０へメ
ダルを誘導する遊技台としてのスロットマシン１００について説明した。すなわち、第１
メダル誘導路７３１にメダル投入口１３４を想定し、第２メダル誘導路７４１にメダルセ
レクタ７１０を想定して説明した。しながら、メダル投入口から中継誘導路を介してメダ
ルセレクタへメダルを誘導する遊技台も存在する。このような遊技台において、第１メダ
ル誘導路にメダル投入口を想定する場合には、中継誘導路を第２メダル誘導路に想定する
ことができる。また、中継誘導路を第１メダル誘導路に想定する場合には、メダルセレク
タを第２メダル誘導路に想定することができる。なお、前記した各実施例では、第１メダ
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ル誘導路７３１の出口７３１ｂと第２メダル誘導路７４１の入口７４１ａとが当接するよ
うに、メダル投入口構成部材７３０および誘導路構成部材７４０を配置しているが、第１
メダル誘導路７３１の出口７３１ｂと第２メダル誘導路７４１の入口７４１ａとの間が多
少離隔するように、メダル投入口構成部材７３０およびメダル誘導路構成部材７４０を配
置してもよい。
【０１２２】
　図１５は、他の実施例によるメダル投入口１３４およびメダルセレクタ７１０の全体を
示す斜視図である。また、図１６は、図１５におけるＤ－Ｄ線に沿った断面図、図１７は
、メダル投入口１３４およびメダルセレクタ７１０の分解斜視図である。さらに、図１８
は、図１５におけるＥ－Ｅ線に沿った断面図、図１９は、図１５におけるＦ－Ｆ線に沿っ
た断面図、図２０は、メダルセレクタ７１０の背面側、言い換えるとセレクタカバー７２
０側を示す斜視図である。
【０１２３】
　そこで、この実施例においては、第１メダル誘導路７３１における出口側の端部形状と
、第２メダル誘導路７４１における入口側の端部形状と、を当接させることにより、第１
メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７４１との間に第３メダル誘導路７６１を形成す
ることができる。
【０１２４】
　例えば、図１９においては、メダル投入口１３４に投入されたメダルを、下方位置へ誘
導する第１メダル誘導路７３１を、メダル投入口構成部材７３０によって形成する。この
メダル投入口構成部材７３０は、第１台座部７７１と、この第１台座部７７１から延出す
る第１壁部７７２とを備えており、この第１台座部７７１と第１壁部７７２とを合せた範
囲が第１メダル誘導路７３１となる。
【０１２５】
　一方、第１メダル誘導路７３１により誘導されたメダルを、所定位置へ誘導するための
第２メダル誘導路７４１は、メダルセレクタ７１０に設けてある。なお、この実施例にお
ける第２メダル誘導路７４１は、メダルセレクタ７１０の上面に設けた、誘導路構成部材
７４０によって構成している。
【０１２６】
　誘導路構成部材７４０は、第２台座部７８１と、この第２台座部７８１から延出し、前
記第１壁部７７２に対向する第２壁部７８２と、を備えている。そして、第１壁部７７２
の先端が、第２台座部７８１に当接し、第２壁部７８２の先端が第１壁部７７２に当接す
る。ここで、第１壁部７７２と第２壁部７８２とが、互いに対向して重なっている部分が
、第３メダル誘導路７６１となる。すなわち、メダル投入口構成部材７３０と、誘導路構
成部材７４０とが当接することによって、第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７
４１との間に、第３メダル誘導路７６１が形成される。
【０１２７】
　なお、第３メダル誘導路７６１の横断面は、例えば図１６に示すようになっている。す
なわち、第２壁部７８２の側縁には、第３メダル誘導路７６１となる空間を確保するため
に、突出壁７８３および片溝７８４が縦方向に設けてある。一方、第１壁部７７２の側縁
には、前記第２壁部の片溝７８４に嵌入する突出片７７３が設けてある。そして、第２壁
部７８２の片溝７８４と第１壁部７７２の突出片７７３とが嵌合するとともに、第１壁部
７７２の内面に、第２壁部の突出壁７８３の先端が当接して、第３メダル誘導路７６１が
形成される。
【０１２８】
　ところで、メダル投入口構成部材７３０には第１メダル誘導路７３１が形成され、メダ
ル誘導路構成部材７４０には第２メダル誘導路７４１が形成されている。そこで、第３メ
ダル誘導路７６１は、第１メダル誘導路７３１の出口側の端部形状と、第２メダル誘導路
７４１の入口側の端部形状と、が互いに当接することによって、形成されているといえる
。
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【０１２９】
　この実施例によれば、第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７４１とが係合する
ことによって、一連に繋がった第３メダル誘導路７６１を構成することができる。このた
め、これらのメダル誘導路を通過するメダルは、出口または入口或いは連結箇所において
、引っ掛かることがなく、当該メダルは誘導路内をスムーズに流れる。しかも、メダルが
連続して投入される場合であっても、メダルが互いにかち合うことがなく、メダル詰まり
が発生することも少ない。
【０１３０】
　なお、各部の寸法は、前記した実施例と同様に設定することができる。すなわち、メダ
ル投入口１３４の入口１３４ａにおける直径方向の寸法（ａ１）よりも、メダル投入口１
３４の出口１３４ｂにおける直径方向の寸法（ｂ１）を小さくする。また、メダル投入口
１３４の出口１３４ｂにおける直径方向の寸法（ｂ１）と、メダルセレクタ７１０の入口
７１０ａの直径方向の寸法（ａ２）とを同一寸法とする。さらに、メダル投入口１３４の
入口１３４ａからメダルセレクタ７１０の入口７１０ａまでの距離（Ｌ）を、メダルの半
径（ｒ）よりも小さくする。
【０１３１】
　第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７４１とで、第３メダル誘導路７６１を形
成する際に、位置合せ部材を用いて位置合わせを行なうとよい。例えば、図２１に示す実
施例では、第３メダル誘導路７６１を形成する第１壁部７７２に、縦方向に凹溝７７４が
設けてある。また、第３メダル誘導路７６１を形成する第２壁部７８２は、側縁に第１壁
部７７２に向けて延出する側壁部７８５を備え、この側壁部７８５の高さにより第１壁部
７７２との間隔を保って、メダルが通過可能な空間を確保するようになっている。この側
壁部７８５の先端部分の内側縁には、前記した第１壁部７７２の凹溝７７４に嵌合する凸
条７８５ａが縦方向に設けてある。なお、位置決め孔７７５と位置決めピン７８６の配置
は逆であってもよい。
【０１３２】
　そこで、第１壁部７７２の凹溝７７４に、第２壁部７８２の凸条７８５ａを嵌合させて
、第１壁部７７２と第２壁部７８２とを組み付けると、第１メダル誘導路７３１と第２メ
ダル誘導路７４１とが位置合せされて、第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７４
１との間に、第３メダル誘導路７６１が形成される。
【０１３３】
　この実施例によれば、簡素な構造で、位置合せ手段を構成することができる。そして、
このようにして形成されたメダルの誘導路によれば、メダルがスムーズに流れ、メダルが
互いにかち合うことがなく、メダル詰まりが発生することも少ない。しかも、メダル投入
口１３４の入口１３４ａからメダルセレクタ７１０の入口７１０ａまでの距離（Ｌ）を、
メダルの半径（ｒ）よりも小さくしているので、投入したメダルの中央が第１メダル誘導
路７３１の入口７３１ａを通過するときには、メダルの先端（下端）が第２メダル誘導路
７４１の入口７４１ａに達している。このため、続けてメダルを投入する場合であって、
次のメダルを投入するときには、前のメダルは既に第２メダル誘導路７４１の入口７４１
ａ、言い換えると、メダルセレクタ７１０に到達しているので、メダル誘導路内において
、メダルのかち合いを確実に防止することができ、またメダル詰まりを確実に防止するこ
とができる。
【０１３４】
　図２２に示す実施例では、位置合せ手段として、第３メダル誘導路７６１を形成する第
１壁部７７２に位置決め孔７７５を穿設し、第３メダル誘導路７６１を形成する第２壁部
７８２の側壁部７８５の先端面に位置決めピン７８６を突設している。なお、位置決め孔
７７５と位置決めピン７８６の配置は逆であってもよい。
【０１３５】
　この実施例によっても、第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７４１との間に第
３メダル誘導路７６１を形成することができる。そして、第１メダル誘導路７３１と第２
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メダル誘導路７４１との位置合わせを、簡素な構造の位置合せ手段により達成することが
でき、メダルのスムーズな流れを得ることができる。
【０１３６】
　図２３に示す実施例では、第１壁部７７２の側縁に、第１側壁部７７６を立上げ、第２
壁部７８２の側縁に、第２側壁部７８７を立上げている。なお、第１側壁部７７６の高さ
と、第２側壁部７８７の高さは、ほゞ等しく設定してある。そして、第１側壁部７７６の
端面には、位置決め孔７７５を穿設する。また、第２側壁部７８７の端面には、位置決め
ピン７８６を突設する。なお、位置決め孔７５５と位置決めピン７８６の配置は逆であっ
てもよい。
【０１３７】
　そこで、第１側壁部７７６の端面と、第２側壁部７８７の端面とを当接させて、位置決
め孔７７５に位置決めピン７８６を嵌合させ、第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導
路７４１とを位置合せする。
【０１３８】
　このようにしても、第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７４１との間に第３メ
ダル誘導路７６１を形成することができる。そして、第１メダル誘導路７３１と第２メダ
ル誘導路７４１との位置合わせを、簡素な構造の位置合せ手段により達成することができ
、メダルのスムーズな流れを得ることができる。そして、この実施例によれば、簡素な構
造で、位置合せ手段を構成することができ、メダルのスムーズな流れを得ることができる
。
【０１３９】
　そして、前記したようないずれの位置合せ手段を用いる場合も、第１メダル誘導路７３
１と、第２メダル誘導路７４１とを容易に位置合せをすることができるので、組立作業が
容易になり、清掃時にメダルセレクタ７１０を取り外す機種に好適である。
【０１４０】
　図示していないが、第１メダル誘導路７３１において、メダル板厚方向の間隔、または
メダル直径方向の間隔、或いは双方の間隔を、下方に向って狭くなるように形成してもよ
い。また、第２メダル誘導路７４１は、入口７４１ａから所定の区間を鉛直方向に形成し
てもよい。さらに、第１メダル誘導路７３１の入口７３１ａから、第２メダル誘導路７４
１の入口７４１ａまで距離が、メダルの半径（ｒ）よりも短くなるように、第２メダル誘
導路７４１を配置することもできる。何れにしても、メダルがスムーズに流れ、メダルを
確実に誘導することができる。
【０１４１】
　そして、前記した図２１ないし図２３に示す実施例では、平板状の第１壁部７７２と、
両側縁に側壁部７８５を備える第２壁部７８２とを組み合わせたり、両側縁に第１側壁部
７７６を備える第１壁部７７２と、両側縁に前記第１側壁部７７６とほゞ同じ高さの第２
側壁部７８７を備える第２壁部とを組み合わせて、第３メダル誘導路７６１を形成してい
る。しかし、第３メダル誘導路の形成は、これらに限るものではなく、一側に側壁部を備
える壁部と、他側に側壁部を備える壁部とを組み合わせて、すなわち断面形状がほゞＬ字
形をなす部材を組み合わせて第３メダル誘導路を形成することもできる。
【０１４２】
　次に、メダルセレクタ７１０の着脱について説明する。そこで、先ず、メダルセレクタ
７１０の概略を復習すると、メダルセレクタ７１０は、前面扉１０２の背面側に固定した
セレクタカバー７２０に対して、着脱自在に取り付けられている。
【０１４３】
　メダルセレクタ７１０は、例えば図８に示すように、ベース部７１１と、第１の側面ガ
イド７１５と、第２の側面ガイド７１６と、メダルブロッカ７１３とメダル投入センサ７
１４と、メダルガイドカバー７１８とを備えている。また、ベース部７１１の上方には、
メダル投入口１３４からメダルを受け入れるための誘導路構成部材７４０が設けてある。
そして、この誘導路構成部材７４０には、第１メダル誘導路７３１を備えるメダル投入口
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構成部材７３０が繋がっている。
【０１４４】
　また、第１の側面ガイド７１５と第２の側面ガイド７１６との間には、メダル通路７１
２が形成され、このメダル通路７１２の上流は、誘導路構成部材７４０に設けた第２メダ
ル誘導路７４１の出口に繋がり、下流は、ベース部７１１の側面に設けたメダル出口７１
７に繋がっている。そして、このメダル出口７１７には、図６や図１５に示すように、セ
レクタカバー７２０に設けたメダル搬送樋７２１が臨み、このメダル搬送樋７２１を介し
て、メダル払出装置１８０（ホッパー）のメダルタンク１８１にメダルが転出する。一方
、メダル出口７１７の近傍に配置したメダル投入センサ７１４は、２個一組で構成してあ
り、投入されたメダルを検出或いはカウントする。
【０１４５】
　メダルセレクタ７１０におけるメダルの通路は、入口からほゞ鉛直方向に下降する直線
通路と、この直線通路の下端に繋がって斜め下方に下降してベース部７１１を横切る傾斜
通路と、からなっている。そして、傾斜通路は、第１の側面ガイド７１５と、第２の側面
ガイド７１６とを、小径なメダルを排出するように平行に配置して形成したものである。
また、この傾斜通路には、ベース部７１１の背面側からメダルブロッカ７１３が臨み、ブ
ロッカソレノイド７１３ａが消磁した状態では、当該メダルブロッカ７１３が傾斜通路内
に突出して、傾斜通路に進入したメダルを、落下させて最終的にメダル受皿１５６へ排出
する。なお、傾斜通路から落下するメダルは、着脱自在にベース部７１１に設けたメダル
ガイドカバー７１８によって、落下通路２６６を介してメダル受皿１５６に連なる通路に
案内される。
【０１４６】
　第１の側面ガイド７１５は、回動可能であって、この第１の側面ガイド７１５を回動さ
せたときには、メダル通路７１２を通過するメダルの上縁が係止できなくなる。このため
、第１の側面ガイド７１５を回動させると、第２の側面ガイド７１６上を転動するメダル
が転倒して落下し、最終的にメダル受皿１５６に排出されることになる。
【０１４７】
　前記したような構成を備えたメダルセレクタ７１０と、前面扉１０２に固定したセレク
タカバー７２０との間には、着脱自在に取り付けるための着脱手段が設けてある。この着
脱手段は、例えば、図６や図７に示すように、ベース部７１１の側面に突設した取付ボス
７９１と、セレクタカバー７２０の側板７２２に設けた受入溝７９２と、取付保持具７９
３とによって構成してある。
【０１４８】
　受入溝７９２は、セレクタカバー７２０の側板７２２を切り欠いて設けたものであり、
横溝部７９２ａと縦溝部７９２ｂとを有して、ほゞＬ字状に開口している。横溝部７９２
ａの先端は、側板７２２の先端に向けて開口しており、この開口部分を出入口として、取
付ボス７９１の出し入れが可能である。一方、横溝部７９２ａを奥に進んで縦溝部７９２
ｂに達した取付ボス７９１、言い換えると角部を曲った取付ボス７９１は、縦溝部７９２
ｂ内で上下動可能であるが、縦溝部７９２ｂから外れることはない。
【０１４９】
　そこで、取付ボス７９１が係止可能な係止片を備える取付保持具７９３が、縦溝部７９
２ｂの上端部分に設けてある。この取付保持具７９３の係止片は、図示していないが、弾
性変形可能であって、取付ボス７９１が上動するときには、弾性変形して取付ボス７９１
の上昇を妨げることがない。一方、取付ボス７９１が下動しようとしても、取付ボス７９
１が係止片に係止するため、取付ボス７９１の下動が阻止される。すなわち、取付ボス７
９１の位置を保持して、メダルセレクタ７１０を、セレクタカバー７２０に対して取り付
けることができる。
【０１５０】
　一方、メダルセレクタ７１０を取り外す際には、取付保持具７９３の係止片と取付ボス
７９１との係止が解けるように取付保持具７９３を操作し、取付ボス７９１を縦溝部７９
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２ｂに沿って下降させ、縦溝部７９２ｂの下端に達したら横溝部７９２ａに沿って、前方
に引き出せば、メダルセレクタ７１０をセレクタカバー７２０から取り外すことができる
。
【０１５１】
　なお、取付保持具７９３は、各取付ボス７９１に対してそれぞれに設けてもよいが、図
示の実施例では、対角線上の取付ボス７９１に対して設けている。また、取付保持具７９
３の構成は、これに限るものではなく、取付ボス７９１を必要に応じて保持することがで
き、且つ保持を解除可能であれば、どのような構成であってもよい。
【０１５２】
　この実施例におけるメダルセレクタ７１０の着脱は、基本的には、上下動によって行な
われる。そこで、メダル誘導路の連通、および電気系統の接続を、メダルセレクタ７１０
の上下動に連動させるように構成してある。
【０１５３】
　そこで、次に、メダル投入口構成部材７３０、誘導路構成部材７４０、メダルセレクタ
７１０の組付手順を簡単に説明する。先ず、前面扉１０２の裏面側にセレクタカバー７２
０を取り付ける。次に、このセレクタカバー７２０に、予め誘導路構成部材７４０を固定
したメダルセレクタ７１０を取り付ける。そして、前面扉１０２に設けた所定の取付開口
部に、メダル投入口構成部材７３０を前面扉１０２の前側から差し込み、メダルセレクタ
７１０の誘導路構成部材７４０の位置に合せて、前記したメダル投入口構成部材７３０を
調整し、セレクタカバー７２０の上縁部分に設けた取付片７２７に、図示していない螺子
により、前記メダル投入口構成部材７３０を取り付けるのである。すなわち、取付片７２
７の丸穴７２７ａに通した螺子（図示略）を、メダル投入口構成部材７３０の下面側に突
設した取付突部７３８にねじ止めして、メダル投入口構成部材７３０をセレクタカバー７
２０に固定する。なお、ねじ止め作業は、例えば、ドライバーをメダル投入口構成部材７
３０の下向突出部７３５に開設した逃げ穴（切欠）７３５ａに通して行なうことができる
。
【０１５４】
　また、セレクタカバー７２０には、制御装置とメダルセレクタ７１０とを電気的に接続
するためのコネクタ、言い換えるとソケット７２３ａが設けてある。一方、メダルセレク
タ７１０の上面には、メダル投入口１３４へ投入されたメダルをメダルセレクタ７１０の
メダル通路７１２へ誘導するための第２メダル誘導路７４１を形成する誘導路構成部材７
４０、および前記セレクタカバー７２０のコネクタに対応するドロワコネクタ言い換える
とプラグ７２３ｂ、が設けてある。なお、誘導路構成部材７４０は、メダル投入口構成部
材７３０の第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７４１とが当接して、両メダル誘
導路７３１、７４１の開口中心軸Ｏ１、Ｏ２が一致するようになっている。
【０１５５】
　そこで、メダルセレクタ７１０を、セレクタカバー７２０の前方に臨ませて、各取付ボ
ス７９１を、横溝部７９２ａの前端から横溝部７９２ａに挿入し、最奥部から上方へ押し
上げると、取付ボス７９１が係止片に係止する。このとき、メダル投入口構成部材７３０
とメダル誘導路構成部材７４０とが当接し、メダルの誘導路が形成される。また、コネク
タのプラグ７２３ｂとソケット７２３ａとが嵌合して、メダルセレクタ７１０と制御装置
とが電気的に接続される。
【０１５６】
　なお、コネクタに、いわゆるフローティングコネクタを用いると、許容される範囲内の
位置づれを吸収することができるので、コネクタピンに負担が掛かることがない。また、
誘導路を基準に設定できるので、誘導路の接続がスムーズになり、メダル詰まり等を確実
に防止することができる。
【０１５７】
　そして、第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７４１との位置合せは、前記した
位置合せ手段によって行なうことができる。すなわち、図９～１１または図１２～１３に
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示すように、第１メダル誘導路７３１の端部形状と、第２メダル誘導路７４１の端部形状
とを、互いに嵌合可能なテーパー形状としてもよいし、図１４に示すように、別部材によ
る位置合せ手段を設けてもよい。
【０１５８】
　このような位置合せ手段によれば、メダルセレクタ７１０を上下方向に移動させて、セ
レクタカバー７２０に取り付ける際に、第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７４
１との位置合わせを容易に行なうことができ、両メダル誘導路７３１、７４１の接続が円
滑になり、メダル詰まりなどが発生しない。
【０１５９】
　メダルセレクタ７１０は、前後方向、すなわちセレクタカバー７２０に向って正面から
着脱するように構成することもできる。この実施例では、例えば図１７に示すように、位
置合せ手段として、セレクタカバー７２０の側板７２２に、三角形状の係止切欠部７２４
を設け、この係止切欠部７２４に対応するように、三角形状の係止突片７２５を、メダル
セレクタ７１０のベース部７１１に突設する。
【０１６０】
　また、メダル誘導路を前後方向に分割可能に構成する。すなわち、前面扉１０２に取り
付けてメダル投入口１３４を構成するメダル投入口構成部材７３０と、メダルセレクタ７
１０に取り付ける誘導路構成部材７４０とを、前後方向に組み合わせて、第１メダル誘導
路７３１と第２メダル誘導路７４１とを連通させるのである。
【０１６１】
　さらに、セレクタカバー７２０の側板７２２には、メダルセレクタ７１０の脱落を防止
する弾性保持片７２６を設ける。この弾性保持片７２６は、基板部７２６ａと、この基板
部７２６ａの先端からほゞ直交する方向に延出する爪板部７２６ｂとを有し、基板部７２
６ａがセレクタカバー７２０の側板７２２に固定され、爪板部７２６ｂの先端が、側板７
２２の内側に突出する。また、爪板部７２６ｂの先端外側には、傾斜部が設けてあり、こ
の傾斜部にメダルセレクタ７１０のベース部７１１が当接し、さらに押圧すると、基板部
７２６ａが変形して爪板部７２６ｂの間隔が拡大して、メダルセレクタ７１０を受け入れ
る。そして、爪板部７２６ｂが、メダルセレクタ７１０の側端に達すると、基板部７２６
ａが戻り変形して、爪板部７２６ｂの内側でメダルセレクタ７１０の側端を押える。この
とき、係止切欠部７２４に係止突片７２５が嵌合する。また、コネクタのプラグ７２３ｂ
とソケット７２３ａとが嵌合して、メダルセレクタ７１０の上下位置を保持する。
【０１６２】
　一方、メダルセレクタ７１０を取り外す場合には、弾性保持片７２６の爪板部７２６ｂ
の間隔を広げて、当該爪板部７２６ｂとメダルセレクタ７１０側端との係止を外して、メ
ダルセレクタ７１０を引き出せばよい。
【０１６３】
　このように、メダルセレクタ７１０を前後方向に着脱する場合であっても、スムーズな
メダルの誘導路を容易に形成することができる。したがって、メダル詰まり等が発生する
ことがなく、メダル誘導路をメダルがスムーズに流れる。このとき、第１メダル誘導路７
３１と第２メダル誘導路７４１との位置合わせは、前記した位置合せ手段によって行なわ
れるため、正確な位置合せを行なうことができる。
【０１６４】
　すなわち、例えば、図２１に示す実施例における位置合せ手段は、第１メダル誘導路７
３１に設けた凹溝７７４と、第２メダル誘導路７４１に設けた凸条７８５ａとが嵌合して
、第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７４１との位置合せを行なうものである。
【０１６５】
　また、図２２に示す実施例では、第１メダル誘導路７３１に設けた位置決め孔７７５と
、第２メダル誘導路７４１に設けた位置決めピン７８６とが嵌合して、第１メダル誘導路
７３１と第２メダル誘導路７４１との位置合せを行なうものである。
【０１６６】
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　さらに、図２３に示す実施例では、第１メダル誘導路７３１に設けた位置決め孔７７５
と、第２メダル誘導路７４１に設けた位置決めピン７８６とが嵌合して、第１メダル誘導
路７３１と第２メダル誘導路７４１との位置合せが行なわれる。そして、何れの位置合せ
手段によっても、第１メダル誘導路７３１と第２メダル誘導路７４１とを正確に位置合せ
することができる。
【０１６７】
　そして、メダルセレクタ７１０を、セレクタカバー７２０に対して、上下方向に移動さ
せて着脱する場合も、前後方向に移動させて着脱する場合であっても、第１メダル誘導路
７３１と、第２メダル誘導路７４１との位置合せを容易に実現することができるので、組
立作業が容易になる。また、清掃時にメダルセレクタ７１０を取り外す機種に好適となる
。
【０１６８】
　前記した遊技台の各実施例によれば、メダル誘導路内をメダルがスムーズに流れ、メダ
ルのばたつきが解消され、しかも、連続して投入されたメダル同士のかち合いを確実に防
止可能であるので、メダル詰まりを防止させることができる。このため、遊技者がリジェ
クトボタンを押下して、メダル詰まりを解除する必要が無くなるので、リズムが狂うなど
、遊技者がストレスを感じることなく、遊技を楽しむことができる。一方、遊技店とって
も、遊技が停止されることがないので、稼働率が下がって売上に影響する心配のない遊技
台となる。
【０１６９】
　以上、本発明を図示の実施例について説明したが、本発明は前記した各実施例に限定さ
れるものではなく、特許請求の範囲に記載した構成を変更しない限り適宜に実施できる。
例えば、前記した実施例では、メダル投入口に投入されたメダルをメダルセレクタに直接
誘導しているが、投入されたメダルを一旦貯留部へ貯留してから順次メダルセレクタへ誘
導したり、途中に誘導路を介してメダルセレクタへ誘導するようにすることもできる。ま
た、前記した各実施例における各部の寸法や、位置合せ手段における各部の構成や、着脱
手段における各部の構成を適宜組み合わせることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１７０】
【図１】遊技台の一例であるスロットマシンの斜視図である。
【図２】スロットマシンの主制御部の回路ブロック図である。
【図３】スロットマシンの副制御部の回路ブロック図である。
【図４】主制御部によるメイン処理を示すフローチャートである。
【図５】スロットマシンの前面扉を開いた状態の斜視図である。
【図６】メダル投入口およびメダルセレクタの全体を示す斜視図である。
【図７】メダル投入口およびメダルセレクタの分解斜視図である。
【図８】図６におけるＡ－Ａ線に沿った断面図である。
【図９】図８におけるＹ部を拡大した断面図である。
【図１０】図６におけるＢ－Ｂ線に沿った断面図である。
【図１１】図１０におけるＺ部を拡大図した断面図である。
【図１２】メダル投入口構成部材および誘導路構成部材を示し、（ａ）は分解した状態の
斜視図、（ｂ）は組み立てた状態の斜視図である。
【図１３】図１２（ｂ）におけるＣ－Ｃ線に沿った断面図である。
【図１４】メダル投入口構成部材および誘導路構成部材の他の実施例を示す分解斜視図で
ある。
【図１５】メダル投入口およびメダルセレクタの他の実施例を示す斜視図である。
【図１６】図１５におけるＤ－Ｄ線に沿った断面図である。
【図１７】他の実施例によるメダル投入口およびメダルセレクタの分解斜視図である。
【図１８】図１５におけるＥ－Ｅ線に沿った断面図である。
【図１９】図１５におけるＦ－Ｆ線に沿った断面図である。
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【図２０】メダルセレクタをセレクタカバー側からみた斜視図である。
【図２１】メダル投入口構成部材と誘導路構成部材を前後方向に組み付けてメダル誘導路
を形成する実施例の斜視図および断面図である。
【図２２】メダル投入口構成部材と誘導路構成部材を前後方向に組み付けてメダル誘導路
を形成する他の実施例の斜視図および断面図である。
【図２３】メダル投入口構成部材と誘導路構成部材を前後方向に組み付けてメダル誘導路
を形成する他の実施例の斜視図および断面図である。
【符号の説明】
【０１７１】
　１００　スロットマシン
　１０１　本体
　１０２　前面扉
　１１０～１１２　リール
　１１３　図柄表示窓
　１３０　メダル投入ボタン
　１３１　メダル投入ボタン
　１３２　精算ボタン
　１３３　メダル返却ボタン
　１３４　メダル投入口
　１３５　スタートレバー
　１３７～１３９　ストップボタン
　１５６　メダル受皿
　１５７　液晶表示装置
　１８０　メダル払出装置
　１８１　メダルタンク
　１８２　払出装置本体
　１９０　演出装置
　２１０　主基板収納ケース
　２２０　副基板収納ケース
　３００　主制御部
　４００　副制御部
　７１０　メダルセレクタ
　７１１　ベース部
　７１２　メダル通路
　７１３　メダルブロッカ
　７１４　メダル投入センサ
　７１５　第１の側面ガイド
　７１６　第２の側面ガイド
　７１７　メダル出口
　７１８　メダルガイドカバー
　７２０　セレクタカバー
　７２１　メダル搬送樋
　７２２　側板
　７２４　係止切欠部
　７２５　係止突片
　７２６　弾性保持片
　７２７　取付片
　７３０　メダル投入口構成部材
　７３１　第１メダル誘導路
　７３２　背板部



(27) JP 2009-207783 A 2009.9.17

10

20

30

　７３３　ガイド部
　７３５　下向突出部
　７３６　受入嵌合部
　７３７　嵌合突部
　７３８　取付突部
　７４０　メダル誘導路構成部材
　７４０　誘導路構成部材
　７４１　第２メダル誘導路
　７４４　上向突出部
　７５１　位置決めボス
　７５２　位置決め孔
　７５３　位置決め凸片
　７５４　位置決め凹部
　７６１　第３メダル誘導路
　７７１　第１台座部
　７７２　第１壁部
　７７３　突出片
　７７４　凹溝
　７７５　位置決め孔
　７７６　第１側壁部
　７８１　第２台座部
　７８２　第２壁部
　７８３　突出壁
　７８４　片溝
　７８５　側壁部
　７８６　位置決めピン
　７８７　第２側壁部
　７９１　取付ボス
　７９２　受入溝
　７９３　取付保持具
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